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	ヒストンH3のLys-9を特異的にモノメチル化およびジメチル化するヒストンメチルトランスフェラーゼ（それぞれH3K9me1およびH3K9me2）です。H3K9meは、HP1タンパク質をメチル化ヒストンにリクルートすることで、エピジェネティックな転写抑制の特異的タグとなります。ヒストンH3のLys-9を特異的にモノメチル化およびジメチル化するヒストンメチルトランスフェラーゼ（それぞれH3K9me1およびH3K9me2）です。H3K9meは、HP1タンパク質をメチル化ヒストンにリクルートすることで、エピジェネティックな転写抑制の特異的タグとなります。また、G1期にヒストンH3のLys-56（H3K56me1）のモノメチル化を媒介し、ヒストンH3とPCNAの相互作用を促進し、DNA複製を制御します。ヒストンH3のLys-27（H3K27me）も弱くメチル化する。DNAメチル化にも必要なヒストンメチルトランスフェラーゼ活性は、DNAメチル化には不要であることから、これら2つの活性は独立して機能していると考えられる。おそらく、E2F6、MGA、MAX、DP1といった異なるDNA結合タンパク質によってヒストンH3が標的とされると考えられる。ヒストンH1もメチル化する可​​能性がある。ヒストンメチルトランスフェラーゼ活性に加えて、非ヒストンタンパク質もメチル化する。例えば、p53/TP53のLys-373のジメチル化を媒介する。また、CDYL、WIZ、ACIN1、DNMT1、HDAC1、ERCC6、KLF12、そして自身もメチル化する。
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	HeLa 細胞溶解物中の EHMT2/G9A 発現のウェスタン ブロット解析。

